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現場の熱と理論の深みを一冊に
――課題追求・国際理解・探究学習の最前線を射抜く、
　　教育現場必携の“未来を拓く”指南書！

教育の実践と理論の往還を求めて
日本学校教育学会 実践研究委員会での学びから

本書は、日本学校教育学会実践研究委員会が3年間にわた
るオンライン〈オープン実践研究会〉や研修の成果を結
晶させた総まとめです。
テーマは課題追求型授業・国際理解教育・探究学習の三
本柱。小学校から大学までの最新実践を、研究論文9本＋
実践記録1本に凝縮し、授業改善から学校改革までを貫く
ヒントを提示します。ESD／SDGsを組み込んだ探究や全
員参加の授業づくりなど、グローバル時代に求められる
視点と手法も網羅。
理論と実践が往還するリアルな知見が、子ども・教師・
地域の未来を力強く後押しする一冊です。
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